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今年度８月と１０月に開催されました静岡県・岐阜県・三重県の研究大会の概要と参加さ

れた方の報告・感想等を紹介いたします。 

また東海事務研の研究部・プロジェクトチームが、８月の全国大会（千葉大会）で分科会

発表を担当しましたので、その概要を報告させていただきます。さらに当分科会の研究内容

を反映した研修が、静岡県の拡大研究推進委員会で実施されましたので、研究プロジェクト

の研究成果の波及事例（研究の「つながり」の事例）として紹介させていただきます。 

 

【静岡県公立小中学校事務研究大会】 

 

１ 期   日  平成３０年８月９日（木） 

２ 会   場  島田市民総合施設  

プラザおおるり 

島田市中央町５番の１     

３ 大会テーマ   

「子どもの豊かな育ちを実現する学校事務」 

  サブテーマ   

「創造しよう！新しい時代の学校事務  

～私たち自身の意識改革～」 

４ 内   容   

（1）講演 ご当地サイダーが静岡を変える！「地域活性化のシナリオ」 

   講師 木村飲料株式会社 代表取締役社長  木村 英文 氏 

（2）基調提案 

（3）分散会 「コスモスプランの実現 ～つかさどる事務職員になるために～」 

第１分散会 語り合おう、学校事務を！            （初任者～経験９年） 

第２分散会 ミドルリーダーとして、私たちにできることは？ （経験１０年～１９年） 

第３分散会 共同学校事務室                  (グループ長、共同実施主任）  

第４分散会 事務をつかさどるために             （経験２０年以上） 

 

《大会を振り返って》 

 平成２９年４月１日の学校教育法一部改正により、私たち事務職員の職務は、「従事する」

から「つかさどる」となりました。チーム学校の一員として可能性を広げようというこの機
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会に、事務職員の強みを生かして役立てるにはどのようにしたらよいか、つかさどる事務を

遂行するにはどのようにしたらよいか、コスモスプランの実現へ向けて、あゆみを進める大

会となりました。 

 まず、午前中の講演では、木村飲料株式会社代表取締役社長 木村 英文氏の、民間企業

経営者の積極的な開発・行動力により会社を成長させ、地元の活性化にもつなげているとい

うお話から、常に向上心を持って実践していくことの大切さや柔軟な発想で、前向きに考え、

失敗をおそれずチャレンジし新しい道を切り開くということを伺いました。事務職員一人一

人がチーム学校の一員としてどんなことができるかを考え、実践へとつなげていくきっかけ

となりました。 

 午後は、経験年数や立場に応じた４つの分散会に分かれ、討議を行いました。同じくらい

の経験の方と各地区の様子について情報交換し、日々工夫していることや課題を共有するこ

とができました。自分とは異なる発想や意見を聞くことができたことで、事務職員自身の意

識改革を図る機会となりました。また、共同学校事務室の実施に向けて、先を見据えた、変

化にも柔軟に対応できる組織づくりなど、今後の学校事務の体制づくりにも役立つ研修とな

りました。 

 

 

愛知県瀬戸市立祖東中学校 竹内 拓志 

第６５回静岡県公立小中学校事務研究大会に参加させていただきました。大会テーマ「子

どもの豊かな育ちを実現する学校事務」、サブテーマ「創造しよう！新しい時代の学校事務 

～私たち自身の意識改革～」のもとに、酷暑にもかかわらず盛大に開催されました。 

午前中は、木村飲料株式会社の木村 英文氏の講演があり、「カレーラムネ」をはじめと

したご当地サイダーなど、独自の商品開発を通しての地域活性化への熱い想いを楽しく聞く

ことができました。 

午後は分散会方式で４つに分かれて行われました。「コスモスプランの実現 ～つかさど

る～」をテーマにおいた各分散会は、経験年数ごとにテーマが設定され、私は第３分科会「共

同学校事務室」に参加しました。共同学校事務室モデル地区（静東・静西）と政令指定都市

（静岡市・浜松市）の話を聞いた後、グループに分かれての討議・発表が行われました。実

践例をもとに、浮かび上がった課題や取り組みへのアイデアなど活発な意見交換を聞くこと

ができました。 

帰りは、木村飲料に直行し、新発売の「みそコーラ」等々を下げて帰路についたのは言う

までもありません。 

 

 

岐阜県揖斐郡大野町立大野中学校 小川 秀文 

第６５回静岡県公立小中学校事務研究大会に参加させていただきました。 

 午前の部は、今年の会場となった島田市で昭和２８年創業の木村飲料株式会社 ３代目社
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長 木村 英文氏より講演がありました。 

社訓「一期一会を大切に」経営理念「常に前向きに考え、自らの力で新しい道を切り開く

企業を目指す」を掲げて、地元密着型で他業種とのコラボ商品の企画・開発を続け、飲料業

界で零細企業が淘汰されることなく発展させるための努力と工夫についてのお話を伺い、ま

とめのキャッチコピーがとても印象に残りました。 

迷ったらおもしろい方へ  

私たちには 大きな会社ではできないことができる。 

そのサイダーは おいしいか？ どこにもないか？ 笑えるか？ 

一度飲んだら二度と忘れない問題作を創造し続けたい。 

私たちがつくっているのは エンターテイメントです。 

 午後の部は、「コスモスプランの実現 ～つかさどる事務職員になるために～」をテーマ

として４つの分散会が設定されていました。３つは経験年数１０年毎に分けたもので、それ

らとは違うもう１つの「共同学校事務室」の分散会に参加させていただきました。 

モデル地区が設定された静東地区裾野市と静西地区焼津市、政令指定都市の静岡市と浜松

市の実践例を聞かせていただき、６人グループで参加者の所属する共同学校事務室に活かせ

そうなことや課題の交流を行う形式で進められました。 

共同実施への取り組みが遅れている岐阜県にも、いろいろと参考になり大変良い機会とな

りました。

 

 

三重県南牟婁郡御浜町立阿田和中学校 森岡 信行 

第６５回 静岡県公立小中学校事務研究大会（兼 静岡県教育研究会事務研究部夏季研究大

会）に参加させていただきました。 

開会式後の講演会では、地元島田市で飲料会社を経営されている木村 英文氏から『ご当

地サイダーが静岡を変える！～「地域活性化のシナリオ」』と題したお話を伺いました。木

村氏は祖父の興した木村飲料株式会社の代表取締役社長をされており、現在５大企業＋４社

がシェアを奪い合う日本の清涼飲料業界において、中小企業に残された５％の枠の中で生き

残っていくために「大企業では作れない商品」を提供することで業績を積み上げてこられま

した。社員の反対を押し切って販売した「カレーラムネ」や地域限定商品でもある「静岡（茶）

コーラ」をはじめとする各種サイダー類は好調な売れ行きとのことです。今後も柔軟な発想

で一度飲んだら忘れられないサイダーや「地サイダー」をとおして県内のみならず地域の発

展にも貢献したいとおっしゃられていました。 

午後は、「コスモスプランの実現～つかさどる事務職員になるために～」をテーマに分散

会が開催されました。経験年数や職務別に４つの分散会が設定されていて、私は第３分散会

「共同学校事務室」をテーマにした分散会に参加させていただきました。その中で政令指定

都市２市と共同学校事務室モデル２地区（小山町・焼津市）の状況のお話を聞かせていただ

いた上で、６名ごとのグループ別自由討議を参観し、その後いくつかのグループ討議の内容

を聞かせていただきました。共同学校事務室を機能させるため予算措置や所属校に与える不

安などのお話を伺うなかで、かつて私たち三重県の事務職員が共同実施を進めていく上で感
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じてきたことを思い出しながら、ひとつずつ着実に取り組まれている姿に心を打たれました。 

 

 

 

【岐阜県小中学校事務職員夏季研修会】 

 

 「子どもたちの豊かな育ちを実現する学校事務 ～学校経営をサポートする共同実施の推

進～」をテーマに、平成３０年８月２２日（水）各務原市文化ホールにて夏季研修会を開催

しました。開会式に引き続き、岐阜県教育委員会 義務教育総括監 服部 和也氏から「学

校のＤＮＡが変わるとき －パートナーは誰か！－」と題し

てご講話をいただきました。「従来の学校のＤＮＡは、すべ

ての子に平等に同じことを与えていくという考えだったが、

今は一人一人にあったことをしていくという考え方に変わっ

てきた。一人一人に応じた教育というのは多様な教育の機会

を取り入れていくということ。チーム学校においても、学校

内のことは先生がすべて対応することが最も効果的であると

考えられてきたが、専門的な力量をもった人を配置したほうが成果につながるという考え方

になってきた。今求められる学校のＤＮＡを踏まえ、学校は「子どもたちのために」を前面

に出した運営をしていこうとする時、管理職には経営上のパートナーが必要になる。事務職

員こそが校長、教頭のパートナーである。その自覚の中で、何ができるかということを考え

てほしい。それこそが、事務職員が学校事務職員として存在する意味だと思っている。学校

改革のキーパーソンはあなたということです。」とお話ししていただきました。 

次に、岐阜県事研特別部会が今年度４月に策定した「岐阜県版学校事務のグランドデザイ

ン」について、①キーワードは“ええ顔” ②“ええ顔”づくりの３つの観点 ③めざす事

務職員像 ④求められる資質・能力などの説明が行われました。 

 最後に、清泉女学院大学 教授 松原 信継氏から「チーム学校に求められる学校事務職

員の資質・能力」と題してご講演いただきました。「学校事

務職員という仕事が従来型のクラーク（一般的な事務職）的

なところで留まっているのではなく、そこから一歩踏み出し

て、社会的知性があり対話のできるマネージャーへ、さらに

はガバナンスの力（他者と交渉して統治していく力、他者と

モノを創りあげていく力）を身に付けていくこと。これから 

 の教育は、保護者、地域住民、ＮＰＯといった様々なアクタ 

 ーが教育に関与して皆で創りあげていく時代である。学校事

務職員は、それらをつなぐという大きな役割がある。教育の統治者は、本来、教育行政機関

ではなく、保護者や地域住民という人たちである。この人たちを事務職員がつなぎながら、

優れた教育活動を展開していくことが、統治というガバナンス概念である。マネジメントか

ら、さらにガバナンスへ。人と人をつないでいく仕事の中にこそ、究極的な学校事務職員の
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活路、発展もあると思います。」とお話ししていただきました。 

 

 

愛知県蒲郡市立形原北小学校 小島 賢三 

 平成３０年度岐阜県小中学校事務職員夏季研修会に参加させていただきました。 

開会式に続き、岐阜県教育委員会 義務教育総括監 服部 和也氏より、「学校のＤＮＡ

が変わるとき －パートナーは誰か！－」という演題で講義をしていただきました。校長の

学校経営に対しては「パートナー」が必要であり、そのパートナーは「事務職員」である、

という大きなエールを頂きました。ステイクホルダー（利害関係者）の立場で学校を見るこ

とや、学校の財務に校長の経営目標を反映させていくことなど、学校経営の「パートナー」

としての役割を果たすための具体的な手立てもお話しいただきました。 

午後からの講演は、清泉女学院大学 心理コミュニケーション学科 教授 松原 信継氏

による「『チーム学校』に求められる学校事務職員の資質・能力」という演題での講義でし

た。講義の中で特に印象に残ったのは、事務職員が専門職として「学校財務評価」へ取り組

むことの必要性でした。教育課程や教育目標と関連させた財務目標を設定し、しっかりとし

た「評価」をしていくことにより、学校経営に貢献できると感じました。 

夏の非常に暑い日でしたが、研修会に参加した私たちが“ええ顔”になれるとても素晴ら

しい研修会でした。 

 

静岡県磐田市立磐田北小学校 伊藤 有紀 

岐阜県大会に参加させていただきました。 

午前中は、岐阜県教育委員会 義務教育総括監 服部 和也氏による「学校のＤＮＡが変

わるとき －パートナーは誰か！－」の講演が行われました。管理職には適切な経営（判断）

が求められるため、その際に教員とは違う見方で、教員の動向や保護者の意見も含めた客観

的な助言をできるのは事務職員です。その意味で管理職にとってのパートナーは事務職員で

あり、組織と個人の「価値観の共有」を図るために、管理職と教員をつなぐ役割を事務職員

が担っていくことが必要だとわかりました。 

午後からは、清泉女学院大学 教授 松原 信継氏による「チーム学校に求められる学校

事務職員の資質・能力」の講演が行われました。松原氏の前任校である愛知教育大学は、主

に学校事務職員を目指すための教育支援専門職養成課程を設立し、教育課程やカリキュラム

に精通し、教育を語れる事務職員の養成を目指しています。また、今年度から学校や教育委

員会に勤めながら、対話を促す専門家としてトラブルに対応できる事務職員を目指す教育メ

ディエーター養成事業も行っています。チーム学校とは中心に子どもがいて、それぞれの専

門職が分散的にリーダーシップをとり教育活動を行っていくことで、そのリーダーシップは

全て教室の中の学びに向かっていかなければなりません。事務職員は、それぞれの専門職を

束ねる役割も担っていくということがわかりました。 

岐阜県では「岐阜県版 学校事務のグランドデザイン」を作成し、スクール・マネジメント
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・ディレクターを目指しています。「事務をつかさどる」ということは責任と主体性を持っ

て組織を牽引していくことが必要で、しっかりとした連携・協働体制が機能している教育環

境の下では子どもだけでなく、子どもの学びに関わる全ての大人も“ええ顔”になれるとい

った岐阜県の方の取組は自分の地域でも実践してみたい内容で、とても充実した研修になり

ました。ありがとうございました。 

 

  

三重県三重郡菰野町立菰野小学校 木澤 勇香里 

昨年度に引き続き、岐阜県小中学校事務職員夏季研修会に参加させていただきました。 

 午前の岐阜県教育委員会 義務教育総括監 服部 和也氏による「学校のＤＮＡが変わる

とき －パートナーは誰か！－」では、学校経営におけるパートナーは事務職員であり、職

務そのものがキーパーソンであるとの講演をいただきました。学校経営方針を理解し、学校

全体を事務職員の視点で見渡し現状分析できる力、他機関との連携も含めたマネジメント力、

アカウンタビリティの強化につながる情報管理、初期対応におけるリスク管理など、事務職

員の強みを生かした役割が求められています。そのことを私たちが自覚し、パートナーとし

てより主体的に実践を重ねる必要を感じました。 

 午後は、この３月まで愛知教育大学教授として教育支援専門職養成課程 教育ガバナンス

コースの設立に関わられた松原 信継氏による講演でした。今までのピラミッド型リーダー

シップから、それぞれの職務に応じた分散型リーダーシップの真ん中に子どもがいる組織を

目指し、対等な立場で協働していくことが、事務をつかさどるになった意義だと感じました。 

特別部会提案では、岐阜県版学校事務のグランドデザインが発表され、自分たちの手で“

ええ顔”あふれる学校を創出していく仕事宣言に意気込みを感じました。２年後の全国岐阜

大会に向けて期待が高まる研修会でした。 

 

 

 

 

【三重県公立小中学校事務研究大会】 

 

 

三重県公立小中学校事務研究会では「子ども

の豊かな育ちを実現する学校事務」をテーマに、

第５５回三重県公立小中学校事務研究大会を開

催しました。 

今年度よりスタートした第８期中期研修計画

により、平成３１年度より、各支部からの実践

レポートによるレポート発表に変更になるた

め、長年続けてきました支部発表は、今回の鳥
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羽支部の発表で最後となりました。 

午前中は、名城大学 教授 木岡 一明氏から、『事務職員が「事務をつかさどる」こと

の意味と意義』と題してご講演いただきました。「事務に従事する」から「事務をつかさど

る」となった法改正や法規定の経緯、事務職員としてこれから必要なこと、それらを実現す

るために何をしなければならないか等、わかりやすく教えていただきました。 

午後は、来年度より変更となる「研究大会実践レポートテーマ」について研究部から提案

がありました。その後、鳥羽支部から「学校再編やチームとしての学校における学校事務職

員や共同実施の果たす役割について」と題して、支部発表がありました。学校再編が進む中、

「チームとしての学校」の視点で、事務職員や共同実施がどのようにかかわっていったのか

等、寸劇を交えての発表がありました。最後に、助言者で三重県教育委員会等でも勤務経験

のある津市立西郊中学校 調整監 倉田 幸一氏のお話で締めくくりました。 

 

 

１ 大会テーマ    子どもの豊かな育ちを実現する学校事務 

２ 目   的    学校事務職員の役割を考え、自らを高め合い、地域と職場に根ざした

主体性ある学校事務を追求する。 

３ 期   日    平成３０年１０月１８日（木） 

４ 会   場     三重県男女共同参画センター             

５ 日   程 

9:30 10:00  10:30  12:00 13:00 13:30 16:30 16:35 

受
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開
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部
提
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支
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発
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６ 講   演 

講 師   名城大学農学部キャリア教育研究室 教授 木岡 一明 さん 

演 題   事務職員が「事務をつかさどる」ことの意味と意義 

７ 研究部 提案 

     平成３１・３２年度 研究大会実践レポートテーマについて 

８  支 部 発 表  

    鳥羽支部提案 

         学校再編やチームとしての学校における 

学校事務職員や共同実施の果たす役割について 
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愛知県一宮市立南部中学校 安田 一郎 

爽やかな秋晴れの下、津市にある三重県男女共同参画センターで開催された第５５回三重

県公立小中学校事務研究大会に参加させていただきました。 

午前中は開会式の後、『事務職員が「事務をつかさどる」意味と意義』と題して、名城大

学農学部キャリア教育研究室 教授 木岡 一明氏の講演がありました。「『つかさどる』

になっても何かが変わるということではなく、これをどう使うかということ」と初めにお話

しされた後、国の動きから法改正の流れ、法規定の意味を丁寧にひも解いたお話をお聞きす

ることができました。特に「本来『つかさどる』と『従事する』は垂直関係（どちらが上か

下か）にはないが、法規定の中で教育職員に対して行政職員の対等性が今回の法改正で法認

されたことになり、『従事する』から『つかさどる』への転換の意味は大きい。その意味を

意義として現実化するために、事務職員は何を『つかさ（司・宰・政・官・吏・師・主・幹

・宗・長・僚…）どる』のか、何をつかさどりたいのか、何をつかさどったらよいのか。好

きなことをすればいい、しかしそれには覚悟と責任が伴う」という言葉が印象に残りました。 

午後は研究部から、来年度から始まる「研究大会実践レポートテーマについて」の説明が

ありました。来年度からは支部発表は実践レポートによる発表形式に変更されるとのことで

した。 

その後、今までの支部発表の形としては最後になる、鳥羽支部からの提案がありました。

「学校再編やチームとしての学校における学校事務職員や共同実施の果たす役割について」

をテーマとして、学校再編が進む鳥羽市・志摩市で共同実施を活用した取り組みについて寸

劇を加えながら紹介しつつ、鳥羽志摩版「チーム学校」に向けての考察、鳥羽志摩の共同実

施の方向性などについて提案されました。学校再編（統廃合）については私には経験がない

ため、新鮮な気付きの中で、チームを組んで取り組む意義などについて考えることができた、

良い機会になりました。 

うなぎ消費量、うなぎ屋さんの数が日本一と言われる津。いい香りの煙が漂ううなぎ屋さ

んを横目で見ながら、今度はうなぎをいただきに、また津を訪れたいなぁ、と思いつつ、帰

路につきました。 

 

 

岐阜県加茂郡坂祝町立坂祝中学校 旗屋 修子 

秋晴れのさわやかな日に三重県公立小中学校事務研究大会に参加させていただきました。 

５５回という節目の研究大会ということで、多くの方々が熱心に参加されていました。 

名城大学農学部キャリア教育研究室 教授 木岡 一明氏の『事務職員が「事務をつかさ

どる」意味と意義』と題した講演を聴かせていただきました。 

昨年度、法律が「従事する」から「つかさどる」に改正された背景を、順を追ってわかり

やすく解説していただきました。一般の「つかさどる」との違いについて、さまざまな法律、

職種に当てはめながら解説していただき、そこから学校事務職員にとっての「つかさどる」
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の意味・意義についてお話しいただきました。 

「つかさどる」となったということは、教育職員に対して行政職員の対等性が法律で認め

られたという大きな意味があることで、それを意義として実現化するために事務職員は何を

「つかさどる」のか。あてはまる漢字は幾種類もあり、どの「つかさ」どるで何を「つかさ」

どりたいのか。私たちの仕事のこれからを考えたときに何を「つかさ」どったらいいのか？

というお話が印象的でした。 

午後からは、研究部提案と支部発表がありました。支部発表では鳥羽支部から「学校再編

やチームとしての学校における学校事務職員や共同実施の果たす役割について」の提案があ

りました。その後の討議では木岡氏も参加され活発な意見交換が行われました。助言者の方

の三重事務研への熱い想いも感じる事が出来た発表でした。 

この大会全体をとおして、チーム学校に果たす事務職員の役割が共同実施の中だけで終わ

らないよう、学校運営に参画できる、「つかさどる」事務職員になるためには、ということ

を考える良い機会となりました。ありがとうございました。 

 

 

静岡県御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校 山浦 裕人 

 講演では名城大学 教授 木岡 一明氏から『事務職員が「事務をつかさどる」意味と意

義』と題し、「従事する」と「つかさどる」の違い、学校事務職員の専門性などについてお

話がありました。「学校教育法改正により、学校事務職員と教育職員の対等性が法認され、

その転換の意味は大きいこと。その意味を意義として現実化するために、私たち学校事務職

員が何をつかさどりたいのか考えて欲しい。」等、普段の仕事で手一杯で考えたこともない

質問を投げ掛けられ、これから考えていかなければならないと実感することができました。 

支部発表では鳥羽支部(鳥羽市・志摩市)による趣向を凝らした発表であり、「学校再編（統

廃合）による学校事務職員の奮闘」や「学校事務職員に期待されていること」など、これか

らの「チーム学校」に参考となる発表でした。今回で支部発表は一巡し、次年度からは各支

部１本の実践レポートを提出する形式に変わるとのことでした。 

学校事務職員として採用され８年目、東海事務研の役員に選任していただいたことで、初

めて静岡県以外の研究大会に参加させていただきました。改めて、研究大会や研修会に参加

することの大切さを実感することができました。三重事務研の皆様、ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海事務研 WEB（http://toukaijimuken.sakura.ne.jp/） 

 

会報バックナンバーや「つながり」実践事例、各県研究成果物など、東海 4 県の仲間

たちの活躍を知ることができます。ぜひご覧ください。 

⇒閲覧には一部 ID・パスワードが必要です。ID・パスワードが不明な方は、お近くの

東海事務研役員までお問い合わせ下さい。 

東海事務研 WEB について 

 

http://toukaijimuken.sakura.ne.jp/
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８月２日（木）全国大会（千葉大会）で東海事務研の研究

部・プロジェクトチームが分科会提案をしました！！ 

 

【全国公立小中学校事務研究大会】 

 

 

 

 

全国大会報告 第２分科会〈東海地区プロジェクトチーム〉 

「チーム学校」の実現に向けた「協働」の創生 

‐「チーム東海」、想いをひとつに！ 次代につなぐ組織的な学校事務の展開に向けて‐ 

研究責任者 愛知県稲沢市立下津小学校         水野 清隆 

提案者   愛知県稲沢市立国分小学校         鷲尾 準一 

岐阜県川辺町立川辺北小学校        髙木 敦司 

岐阜県岐阜市立市橋小学校         水尻 正博 

静岡県湖西市立新居小学校         齋竹 雅輝 

静岡県掛川市立第二小学校         黒田 麻莉 

司会者   岐阜県郡上市立大和中学校         和田 裕美子 

助言者   南山大学 人文学部 心理人間学科 准教授 池田 満 

記録者   愛知県豊川市立小坂井東小学校       菅沼 直美 

三重県菰野町立菰野小学校         木澤 勇香里 

〈提案要旨〉 

東海事務研では平成２７年度から研究プロジェクトチームを組織し、今年度の全国千葉大

会の分科会発表に向けて研究を進めてきました。去る平成３０年８月２日、千葉市の青葉の

森芸術文化ホールにおいて、『「チーム学校」の実現に向けた「協働」の創生 －「チーム

東海」、想いをひとつに！ 次代につなぐ組織的な学校事務の展開に向けて－』をテーマに、

事務職員が組織的に学校経営・運営に関わり、学校のマネジメント機能を強化していく上で

必要な協働の創生に向けた提案を行いました。 

提案のなかで、共同実施組織を「研究段階」「効率化型」「学校運営支援型」「地域学校

経営支援型」の４つに分類し、現状、多くの共同実施組織が「効率化型」から「学校運営支

援型」へ移行を目指す際に大きな課題・壁を抱えていることを指摘しました。 

その課題を解決するため、組織開発の手法であるチーム・ビルディングに着目し、「目標

設定」「役割や責任の配分と統合」「仕事の進め方・決定の仕方」「メンバー間の関わりや

関係性」の４つの階層からのアプローチを提案しました。また、静岡県富士宮市と岐阜県可

児郡御嵩町の事例をチーム・ビルディングの視点から分析し、「協働」を生み出し組織力を

高める共同実施の実践を紹介しました。 

〈指導助言〉 

今回の提案の中で出たキーワード、学校のマネジメントや協働の促進などから共通項を探

したとき、思い浮かんだ言葉がエンパワーメントです。私たちはいろいろな力をもっていま

す。事務職員の皆さんも基本的な業務を処理する力だけでなく、気づく力や提案する力など、



11 

 

学校や地域などで生かすことができる力を本来もっています。ところが、人は様々な社会的

な状況や場面のなかで、その力を発揮できなくなることがあります。エンパワーメントとは、

その力を発揮できる場面や「発揮しよう」と思える人を作るため、人と人、人と組織、組織

と組織の関係性の中で、それができる場面、できる関係を作り上げていくことです。 

人が力を発揮できる、発揮することを支え、促進するシステムを作ることが大切です。学

校や共同実施組織のシステムが、一人一人が活躍できる場面として機能していくと、業務の

改善や協働の創生といったクリエイティブな仕事の在り方を実現できると考えます。 

提案にあった「地域学校経営支援型」を考えた場合、このように共同実施組織をうまく機

能させ、地域との協働のための技術や考え方を学ぶ場となれば、事務職員は地域の中での協

働を実行できる力を持ち、それを伝える「伝道師」になれると考えます。 

〈助言者による小講義〉 

プログラム評価とその一つであるエンパワーメント評価について紹介します。エンパワー

メント評価とは、外からの目標や評価を受けるのではなく、どういう目標を立て、そのため

に誰が何をどう進めていくのか、何ができ、何ができていないのかを、取組の当事者が決め

ていくものです。そのためには、関係性の質の良さが重要です。衝突や葛藤も乗り越えて、

ともに作り上げるなかで、関係性が高まり、目標達成への現実味が出ます。自分たちが考え

て取り組んできたことを、自分たちで評価し、うまくいけばうれしいし、うまくいかなくて

も他人からの評価より、自分たち自身の評価の方が「改善したい」という気持ちが働きやす

くなります。また、改善点に気づき、改善の方法を考え、自分たちの手で変えることもでき、

自分たちでやれるという思いが強くなります。これがエンパワーメント評価です。 

次にプログラム評価理論の基本を３つ説明します。 

１つ目は、ロジックモデルについてです。ロジックモデルとは、ある取組について何を使

い、何をするとどんなことが起こるのか、その目標を達成するに至るまでの論理的な因果関

係を明示したものです。自分たちで「目標・取組・評価」を考える際に、このロジックモデ

ルを押さえることが重要です。目標と手段、何を、どのタイミングでどうするのかという部

分を一致させ、複雑な取組内容を整理することで筋道の通った取組を作るためロジックモデ

ルを作成します。整理し、まとめ、メンバーと共有することで、評価の視点を適切に定める

ことができます。２つ目は、目標設定についてです。目標設定の際、目標には構造があるこ

とを理解する必要があります。細かい目標が組み合わさり、積み重なることによって、中長

期の目標があるということです。３つ目は、アウトカム評価とプロセス評価についてです。

アウトカム評価とは設定した目標を達成できたかどうかということで、プロセス評価とは目

標達成に向けた手段は適切だったのかということです。 

最後に、エンパワーメント評価は、あくまでも改善のための評価です。評価をして、うま

くいったかどうかではなく、そのためにどうすると良いかを考え、改善することが重要です。

組織のメンバー自身が、自らの取組であり、自らの組織であり、自らの評価結果だと思うこ

とが大切です。 

エンパワーメント評価を具体的に実施する際に、「GTO(Getting to Outcomes）TM（以下「GTO」

という。）」というツールがあります。この後の体験学習で、実際に「GTO」のステップを考

えながら、プログラムを評価することを考えていきましょう。（「Getting to OutcomesＴＭ」
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及び「GTO」はサウスカロライナ大学と RANDの共同所有商標です） 

〈体験学習〉 

実際に、チームで取組を目標から実践・評価ま

で一体的に計画することで、組織がエンパワーメ

ントされる過程を体験し、効果を実感するため、

「GTO ワークシート」を用いた体験学習を行いま

した。 

参加者は、まず個人で所属の学校を想定し、仮

想の共同実施組織の目標である３つの選択肢から

１つ選び、その目標達成のため、「解決しようと

する課題・ニーズ」「だれがどうなる（何をどうする）ことを目指すのか」「課題を悪化さ

せる要因（リスク要因）・解決に使えそうな資源（保護要因）」「具体的な取組内容」「取

組が計画どおりにできたかをどう測るか（プロセス評価）」「目指す変化が達成できたかを

どう測るか（アウトカム評価）」を考え、シートに記入しました。その後、３人１組のチー

ム（仮想の共同実施組織）になり、個人が記入したシートから一つを選択し、より良い取組

となるようチーム内で議論をして、チームとしての取組を完成させました。 

チームで作成した取組から、３チームを選び、発表していただきました。記入した GTOワ

ークシートを舞台上に投影しながら、自分達が考えた目標達成のため解決しようとする課題、

課題に対するリスク要因と保護要因、具体的な取組とそのプロセス評価とアウトカム評価を、

チームの代表者が発表しました。その後、助言者の池田先生より発表されたそれぞれの GTO

ワークシートについて、目標・取組・評価のつながりがあるかの確認、プロセス評価とアウ

トカム評価の見分け方、目標や取組の細分化や焦点化することの重要性などについて解説し

ていただきました。 

〈まとめ〉 

自らの組織の体質に気付き、関係性に働きかけながら変革していく組織開発の視点は、事

務職員の新たな姿への変革の手助けとなります。今回提案したチーム・ビルディングの手法

や「GTO」というツールを活用し、共同実施組織を人と人とのつながりが変革を創り出す組織

へと成長させていきましょう。 

 

冒頭の紹介を受けて…「研究の波及事例の紹介」 

【静岡県教育研究会事務研究部 拡大研究推進委員会研修会報告】 

東海地区公立小中学校事務研究会 研究部 研究プロジェクト 

湖西市立新居小学校 齋竹 雅輝 

 平成３０年１０月１２日に静岡県教育会館で行われた静岡県教育研究会事務研究部の拡大

研究推進委員会では、先に御紹介した全国千葉大会で実施した体験学習を静岡県内の各市町

の研修を担当する事務職員向けにも実施しました。講師には全国千葉大会でも御助言をいた

だいた 南山大学人文学部心理人間学科 池田満 准教授をお迎えし、「学校を元気にする

GTOTM の活用法ワークショップ」をテーマに研修しました。 
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GTOTMとは、人や組織が本来持っている力を発

揮できるよう、当事者自身が目標・取組・評価ま

で一体的に計画するためのツールです。GTOTMを

活用することで、自分たちが「何のために」、「何

をしようとしていて」、それによって「どのよう

な結果を期待しているのか」を整理することがで

きたり、自分たちの取組を、人に分かりやすく伝

える（仲間と共有する）ための情報を記録したり

することができます。 

ワークショップでは、池田准教授の小講義を聴

講した後、４人１組になり、事前に記入してきた

GTOTMワークシート（簡易版）を発表、その中か

ら選んだ１つのワークシートを、チームでより良

いものにしていく体験学習を行いました。チーム

で作成したシートを、書画カメラを使いスクリー

ンに映し、その場で池田准教授から赤ペンを入れ

ながらのアドバイスをいただきました。 

参加者からの感想を、一部を紹介させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、「もっとじっくり GTOTMについて学びたい」との意見も聞かれました。みなさん

の県や地区でも、GTOTMを効果的に活用して「つかさどる」職への道のりを協働して創られ

てはいかがでしょうか？ 

・先生の雑談を交えた楽しい講義にあっという間にひきつけられました。 

・取組を行う際の手順について、筋道を立てて分かりやすく解説していただき、とても

勉強になりました。 

・取組を行うためには、ビジョンを持ちステップを踏みながら、計画、実行、評価がで

きていくと失敗しないでできそうだと思いました。先生達を上手に巻き込んで協力し

てもらいながらできたらよいと思いました。 

・記入はシンプルで分かりやすいことが一番だということ、そうすることで問題点、改

善点のあぶり出しができることがわかりました。取組メンバー全員の共通認識が大事

ですね。 


